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『 今を大切に 』 

～ 何も恐れることのない年になりますように～ 

校長 前田 達彦 

 

こうして、全校生徒並びに全先生方が一堂に会して、終業式が体育館で実施できるこ

とを大変にうれしく思います。この３年間、中止をしたりリモートにしたりという状況

が続いていただけに、今日は皆さんとこうして顔を合わせて話すことができて本当に良

かったと思っています。 

 

大事な節目に、私の想いを１つ話します。 

今から４２年前の１２月８日に亡くなった世界的に有名な音楽家の「ジョン・レノン」

という人は、楽曲に「愛と平和（LOVE & PEACE）」のメッセージを載せて世界中に送り

続けた人です。彼が作った曲の中に、「ハッピー・クリスマス（ウォー・イズ・オーバ

ー）」という歌があります。ちょうど明日２４日はクリスマスイヴ、そしてあさって２

５日はクリスマスということで、おそらくこの週末はこの曲が全世界で流されることで

しょう。それを多くの人が耳にすることでしょう。 

一方、ジョン・レノンのこの歌がよく流れる年末のこの時期、日本では、今年の漢字

１文字が発表されます。今年は清 水 寺
きよみずでら

の貫
かん

主
す

（住職）さんが、「戦」と書いていまし

た。サッカーＷカップでの日本の見事な「戦」、他国への侵攻や紛争、あるいは自然災

害、コロナ等も含めて世界的に不安定な状況もあって、この 

「戦」という１文字が選ばれたのかもしれません。 

ジョン・レノンのこの歌にも、そして「戦」というこの一 

文字にも、「平和な世の中になりますように」ということを、 

願わずにはいられない人々の想いがあるのではないかと私は 

想像しています。 

 

残念で悲しいことに、世界中で争いがある地域や自然災害の被災地といわれる所で

は、学校に行くことも、勉強をすることもできない子供たちもいます。しかし、ここ島

原では、学校に行くことも、勉強をすることも、私たちは十分にできる恵まれた環境に

あるのです。できない、叶わない人達の分まで頑張ろうと、同じ人として、同じ地球人

として、今やれることをやろう、そう思いたいものです。そう思って、日々を大切に送

ることが「LOVE & PEACE」の精神につながると思います。日常の小さな積み重ね、例え

ば、物事を丁寧に行うとか、大切に物を扱うとか、「命を（合掌）いただきます。」と

いう気持で、ありがたく食事をいただくとか。そうやって成長してきた自分の身体や

命、また人の命をも大切にする。相手の気持ち考え、相手の立場に立って、みんなの人



権を尊重する。学校やクラスの仲間を思いやり、優しさにあふれた平和な日常が送るこ

とができる。学習や部活動をしっかりと目標をもってやり抜く、とか。 

そうした心配りや努力の積み重ねが、たとえ今は何もできなくても、やがて近い将来、

他国への侵攻や紛争、自然災害で苦しむ人々を救う、またその手助けができる、あるい

は未然に防ぐ人材になっていくことに繋がるかもしれません。 

先が見えないこの世の中だからこそ、生徒の皆さん、今はここ島原、ここ島農で、仲

良く、しっかりと学び、自分を磨き、力強く生きていってほしい、「今を大切にしよう」

ということを伝えたかったのです。 

 

ところで、先ほど紹介した「ハッピー・クリスマス（ウォー・イズ・オーバー）」と

いう歌の中には、次のような歌詞があります。 
 

クリスマスがきたよ   今年はどんな年だった？ 

   今年も もう終わりだね  そして新しい年が始まる 

   メリークリスマス   そして新年あけましておめでとう 

   良い年になりますように祈りましょう 

   何も恐れることのない年になりますように 

   争いは 終わる  みんながそれを望めばね 

   争いは 終わるよ  そう 今 
    

♪ So this is Christmas             and what have you done? 

Another year over                and a new one just begun 

A very merry Christmas           and a happy new year   

Let’s  hope it’s a good one    without any fear   

War is over    if you want it     War is over   Now   ♪ 

                          ＊JOHN LENNON 「Happy Xmas (War is Over)」より抜粋 

 

最後に、明日から冬休みに入りますが、休み中であっても学校では植物や動物が生き

ています。総合実習や部活動で、そうした大切な命をどうかしっかりと守ってあげてく

ださい。皆さんが命を守り、その命を繋いでいるのです。また、命を教材として学ぶ農

業高校生である皆さんは、自分の命を大切にするということ、そして人の命も同じよう

に大切にするということを絶対に忘れないでください。そして、明るく楽しい島農であ

り続けましょう。 

          （第２学期終業式 校長訓話より抜粋）  

 

 

 


